
科目 農業経営 

 

担当者名  宮原 靖之 

教  科 農業 単位数 ２ 学科・学年 生産科学科・３年 

使用教科書 農業経営（実教出版） 副教材等  

授
業
の
概
要 

 
１ 農業経営の概要理解と分析指標について学びま
す。 

２ ２年次に引き続いて簿記を学習し決算までの手
続きを実践できるようにします。 

学
習
の
目
標 

 
① 経営的な側面から農業を見る能力を養います。 
 
② 簿記の学習を通し、日々の経営活動を数値化して経営実態の把握
ができるようにします。 

学  習  内  容 評価の観点・評価方法等（※学期ごとに下記の項目で評価します。） 

１  
学
期 

１ 各種取引の記帳と決算 
（１）固定資産 
（２）家族経営の資本 
（３）収益・費用 
（４）決算 
（５）帳簿と伝票 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

【趣旨】 
 経営と会計に関して関心を持ち、簿記の役割やその仕組みについて
理解し、取り組もうとする実践的な態度を身に付けている。 

【評価方法】 
 服装・出席・提出物・授業態度等で（関心・意欲・態度）を評価し
ます。 

【割合】 
20％ 

思
考
・
判
断
・
表
現 

【趣旨】 
 経営と会計に関する思考を深め、基礎的・基本的な知識と技術を基
に、経営的な側面から農業に関わる者として適切な判断・表現する
力を身に付けている。 

【評価方法】 
 演習や小テストによって（思考・判断・表現）を評価します。 
【割合】 
10％ 

２
学
期 
 

 ２ 農産物の原価計算 
（１）農業経営と原価計算 
（２）原価の意味 
（３）原価要素の分類 
（４）簡単な例による原価計算 
（５）原価計算と勘定の振替関係 

 

 
技 
 
 
 
 
 
能 

【趣旨】 
 経営と会計に関する基礎的・基本的な技術を身に付け、その技能を
適切に身に付けている。 

 
【評価方法】 
 発問に対する解答や演習問題で（技能）を評価します。 
【割合】 
10％ 

３
学
期 

 
 ３ 演習問題 
 

 
知 
 
識
・
理 
 
解 

【趣旨】 
 経営と会計に関する基礎的・基本的な技術を身に付け、簿記の意義
や役割を理解している。 

  
【評価方法】 
 定期考査や小テストで（知識・理解）を評価します。 
【割合】 
 60％ 

そ
の
他 

 
学年の評価は、１学期、２学期、３学期の評価を総合して行います。 

課
題
提
出
物
等 

 
 ①普段の学習状況を確認するため定期的にノートの点検をします。 
 ②単元毎に課題学習のプリントを提出します。 
 ③演習問題に取り組ませます。 

担
当
者
よ
り 

 
 ①簿記の学習が中心になるので電卓を準備してください。 
 ②簿記検定を一つの目標に学習を進めてください。 
 ③簿記を通して経済活動を理解する態度を指導します。 

 


